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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月28日(2020.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の情報処理装置は、第１の外部ネットワークに接続
し当該第１の外部ネットワークを介して外部装置と通信する際に使用する第１のＩＰアド
レスが割り当てられた第１のネットワークインタフェースと、前記第１の外部ネットワー
クとは異なる第２の外部ネットワークに接続し当該第２の外部ネットワークを介して外部
装置と通信する際に使用する第２のＩＰアドレスが割り当てられた第２のネットワークイ
ンタフェースとを用いて外部装置と通信する情報処理装置であって、近距離無線通信イン
タフェースと、表示手段と、前記表示手段に表示された設定画面を介したユーザ操作に基
づいて、前記第１のネットワークインタフェース及び前記第２のネットワークインタフェ
ースの何れの通信情報を前記近距離無線通信インタフェースによって外部装置に通知する
かを設定する通知設定手段と、前記通知設定手段による設定に基づいて、前記第１のＩＰ
アドレスを含み且つ前記第２のＩＰアドレスを含まない第１の接続情報及び前記第２のＩ
Ｐアドレスを含み且つ前記第１のＩＰアドレスを含まない第２の接続情報の何れか一方を
前記近距離無線通信インタフェースによって外部装置に通知する接続情報として設定する
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接続情報設定手段とを備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の外部ネットワークに接続し当該第１の外部ネットワークを介して外部装置と通信
する際に使用する第１のＩＰアドレスが割り当てられた第１のネットワークインタフェー
スと、前記第１の外部ネットワークとは異なる第２の外部ネットワークに接続し当該第２
の外部ネットワークを介して外部装置と通信する際に使用する第２のＩＰアドレスが割り
当てられた第２のネットワークインタフェースとを用いて外部装置と通信する情報処理装
置であって、
　近距離無線通信インタフェースと、
　表示手段と、
　前記表示手段に表示された設定画面を介したユーザ操作に基づいて、前記第１のネット
ワークインタフェース及び前記第２のネットワークインタフェースの何れの通信情報を前
記近距離無線通信インタフェースによって外部装置に通知するかを設定する通知設定手段
と、
　前記通知設定手段による設定に基づいて、前記第１のＩＰアドレスを含み且つ前記第２
のＩＰアドレスを含まない第１の接続情報及び前記第２のＩＰアドレスを含み且つ前記第
１のＩＰアドレスを含まない第２の接続情報の何れか一方を前記近距離無線通信インタフ
ェースによって外部装置に通知する接続情報として設定する接続情報設定手段とを備える
ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記第１のネットワークインタフェースは、有線インフラを利用して通信を行い、
　前記第２のネットワークインタフェースは、無線インフラを介して外部アクセスポイン
トに接続し、当該外部アクセスポイントを経由して外部装置と無線通信を行うことを特徴
とする請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　複数の近距離無線通信インタフェースを備え、
　前記複数の近距離無線通信インタフェースは、ＢＬＥ（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｌｏｗ　
Ｅｎｅｇｒｙ）通信インタフェースを含むことを特徴とする請求項１又は２記載の情報処
理装置。
【請求項４】
　前記複数の近距離無線通信インタフェースは、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）通信インタフェースを含み、
　前記ＢＬＥ通信インタフェース及びＮＦＣ通信インタフェースは、前記設定された接続
情報を外部装置に通知することを特徴とする請求項３記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記設定された接続情報を含むＱＲコードを表示することを特徴とする請求項１乃至４
のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　無線インフラを利用して、外部アクセスポイントを介さずに前記情報処理装置と外部装
置との間でＩＰ通信を行う通信経路を提供する直接無線通信手段を更に有し、
　前記接続情報設定手段は、前記直接無線通信手段が起動している場合、前記近距離無線
通信インタフェースによって外部装置に通知する接続情報として、前記第１のＩＰアドレ
ス及び前記第２のＩＰアドレスの何れも含まず且つ前記ＩＰ通信を行う通信経路を確立す
るための情報を含む接続情報を設定することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項
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に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　第１の外部ネットワークに接続し当該第１の外部ネットワークを介して外部装置と通信
する際に使用する第１のＩＰアドレスが割り当てられた第１のネットワークインタフェー
スと、前記第１の外部ネットワークとは異なる第２の外部ネットワークに接続し当該第２
の外部ネットワークを介して外部装置と通信する際に使用する第２のＩＰアドレスが割り
当てられた第２のネットワークインタフェースとを用いて外部装置と通信する情報処理装
置の制御方法であって、近距離無線通信インタフェースと、表示手段とを備える情報処理
装置の制御方法において、
　前記表示手段に表示された設定画面を介したユーザ操作に基づいて、前記第１のネット
ワークインタフェース及び前記第２のネットワークインタフェースの何れの通信情報を前
記近距離無線通信インタフェースによって外部装置に通知するかを設定する通知設定ステ
ップと、
　前記通知設定ステップにおける設定に基づいて、前記第１のＩＰアドレスを含み且つ前
記第２のＩＰアドレスを含まない第１の接続情報及び前記第２のＩＰアドレスを含み且つ
前記第１のＩＰアドレスを含まない第２の接続情報の何れか一方を前記近距離無線通信イ
ンタフェースによって外部装置に通知する接続情報として設定する接続情報設定ステップ
とを有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項８】
　第１の外部ネットワークに接続し当該第１の外部ネットワークを介して外部装置と通信
する際に使用する第１のＩＰアドレスが割り当てられた第１のネットワークインタフェー
スと、前記第１の外部ネットワークとは異なる第２の外部ネットワークに接続し当該第２
の外部ネットワークを介して外部装置と通信する際に使用する第２のＩＰアドレスが割り
当てられた第２のネットワークインタフェースとを用いて外部装置と通信する情報処理装
置の制御方法をコンピュータに実行させるプログラムであって、近距離無線通信インタフ
ェースと、表示手段とを備える情報処理装置の制御方法をコンピュータに実行させるプロ
グラムにおいて、
　前記情報処理装置の制御方法は、
　前記表示手段に表示された設定画面を介したユーザ操作に基づいて、前記第１のネット
ワークインタフェース及び前記第２のネットワークインタフェースの何れの通信情報を前
記近距離無線通信インタフェースによって外部装置に通知するかを設定する通知設定ステ
ップと、
　前記通知設定ステップにおける設定に基づいて、前記第１のＩＰアドレスを含み且つ前
記第２のＩＰアドレスを含まない第１の接続情報及び前記第２のＩＰアドレスを含み且つ
前記第１のＩＰアドレスを含まない第２の接続情報の何れか一方を前記近距離無線通信イ
ンタフェースによって外部装置に通知する接続情報として設定する接続情報設定ステップ
とを有することを特徴とするプログラム。
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